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Ⅰ 事業の概要

１． 事業実施の趣旨

　本県の障害者スポーツの推進については、石川県障害者スポーツ協会や、石川
県障がい者スポーツ指導者協議会と連携しながら、県障害者スポーツ大会・全国
障害者スポーツ大会出場選手の強化練習会・障害者スポーツ体験教室・障がい者
スポーツ指導員養成研修会の開催などの施策を実施してきた。
　平成２８年度からは、行政・協会・指導者協議会をはじめ、総合型地域スポー
ツクラブ・県体育協会など健常者のスポーツ関係者や障害者団体等に参加いただ
き、障害者スポーツ普及協議会を設置し、本県の障害者スポーツの普及に向け
一体となって取り組んでいるところであり、若い頃からスポーツに親しんでもら
う取り組みや、学校卒業後もスポーツに取り組める環境づくり、障害者スポーツ
の推進を通じた共生社会の実現が求められている。
　本事業では、特別支援学校におけるスポーツ教室を継続的に開催し、若年期に
おいて運動習慣を定着させるとともに、県内各所に設置されている総合型地域ス
ポーツクラブにおいて、障害のある方もない方も共に参加できる教室の開設支援
や、障害者福祉施設におけるスポーツ教室の開催、オンラインスポーツ教室の開
催など、若年期から学校卒業後を見据えた一貫した取り組みを行うほか、プロス
ポーツチームと連携した障害者スポーツイベントの開催や、広報事業を行うこと
により、障害者以外も巻き込んだ障害者スポーツの普及や理解を促進する。
　こうした取り組みにより、障害のある方が身近な場所で生涯にわたってスポー
ツに取り組める環境の更なる充実や、障害者スポーツを通じた共生社会の実現を
図る。

２． 事業の実施期間

令和4年6月20日から令和5年3月10日

３． 事業内容

(1) 実行委員会（石川県障害者スポーツ普及協議会）の開催

(2) 障害者が身近な場所で生涯にわたって継続的にスポーツに取り組める環境の
整備

① 特別支援学校や障害者福祉施設、総合型地域スポーツクラブ等に
おけるスポーツ教室の開催

② オンラインスポーツ教室の開催

③ プロスポーツチームと連携した障害者スポーツイベントの開催や
広報事業
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Ⅱ 実行委員会（石川県障害者スポーツ普及協議会）

１． 協議会の目的
　障害者スポーツの普及に向け、必要な事項を検討・協議するとともに、関係
機関・団体との緊密な連携により、さらなる裾野の拡大に取り組む。

２． 協議会の構成

石川県障害者スポーツ協会
石川県障がい者スポーツ指導者協議会

（公財）石川県スポーツ協会
石川県クラブ連絡協議会
石川県スポーツ推進委員協議会
（一社）石川県サッカー協会
（一社）石川県レクリエーション協会

（社福）石川県身体障害者団体連合会
石川県知的障害者福祉協会
石川県精神保健福祉家族会連合会
石川県特別支援学校長会

石川県健康福祉部障害保健福祉課
石川県県民文化スポーツ部スポーツ振興課

３． 協議会の開催結果
(1) 第１回石川県障害者スポーツ普及協議会

：令和4年7月19日
：石川県行政庁舎11階1101会議室

【主な内容】
〇 令和4年度障害者スポーツ振興事業について

・ 第22回石川県障害者スポーツ大会
・ 全国障害者スポーツ大会（いちご一会とちぎ大会）への選手団派遣
・ 障害者スポーツコーディネーター配置
・ 障害者スポーツフォーラムの開催
・ 特別支援学校及び総合型地域スポーツクラブへの指導員派遣事業

【主な意見】
・ 県障害者スポーツ大会は、分散開催により指導員として協力できる

種目が広がり、選択肢が増えたので、今後も分散開催を希望する。
（県障がい者スポーツ指導者協議会）

・ 障害者スポーツ相談窓口について、ブラインドサッカーチームの
参加希望者をご紹介いただきたい。
（株式会社石川ツエーゲン）

行政

開 催 日 時
開 催 場 所

2

障害者スポーツ関係

健常者スポーツ関係
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(2) 第２回石川県障害者スポーツ普及協議会
：令和4年10月21日
：石川県行政庁舎14階1405会議室

【主な内容】
〇 令和4年度障害者スポーツ普及促進事業の進捗について

・ 障害者スポーツフォーラム
・ ツエーゲン金沢公式戦における障害者スポーツフォーラムの開催

結果
・ 特別支援学校等への指導員派遣事業等
・ 障害者スポーツコーディネーター配置事業

【主な意見】
・ 学校卒業後には本格的に競技をしたい方のほか、リハビリ目的等で

運動を続けていきたい方もいるので、今後は校内でもゆるスポーツ
を取り組んでみたい（県特別支援学校長会）

・ 石川県で新たにアンプティーサッカー団体が設立されたので、参加者
等の情報があれば共有いただきたい（石川県サッカー協会）

(3) 第3回石川県障害者スポーツ普及協議会
：令和5年2月16日
：石川県行政庁舎11階1101会議室

【主な内容】
〇 令和4年度事業実施結果について

・ 障害者スポーツ普及促進事業
・ 障害者スポーツコーディネーター配置事業

【主な意見】
・ 特別支援学校において数多くのスポーツ教室を開催し、普段運動しな

い生徒にとっては良かった。また、オンラインによるダンス教室も
新しい方法でよかったと思う。一方で、課題として学校卒業後の環境
整備だと思うが、福祉部門と連携して、いかにスポーツをやっていた
だくか検討する必要がある。（県特別支援学校長会）

・ 障害者スポーツのスポーツ部局への一元化について、今後とも福祉
部局と連携して、実施してほしい（石川県知的障害者福祉協会）

開 催 日 時
開 催 場 所
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Ⅲ 障害者が身近な場所で生涯にわたって継続的にスポーツに取り組める環境の整備

１． 特別支援学校や障害者福祉施設、総合型地域スポーツクラブ等における
スポーツ教室の開催

＜実施内容及び目的＞
特別支援学校の体育・部活動や、障害者福祉施設の余暇活動等、総合型地域

スポーツクラブの自主教室に障がい者スポーツ指導員等を派遣することにより、
児童生徒、施設利用者に対するスポーツ機会の提供・内容の充実を図ったほか、
教員等に対し障害者スポーツのノウハウの普及を図ることにより、障害のある
方々が身近な場所で生涯にわたって継続的にスポーツに取り組める環境の整備を
図った。

＜実施団体＞
(1) 特別支援学校や障害者福祉施設等への指導員派遣

① 七尾市社会福祉協議会
② 国立金沢大学附属特別支援学校
③ 石川県立ろう学校
④ 石川県立小松特別支援学校
⑤ 石川県立七尾特別支援学校
⑥ 石川県立小松瀬領特別支援学校
⑦ 石川県障害者ふれあいフェスティバル

(2) 特別支援学校学校部活動への指導員派遣
① 石川県立いしかわ特別支援学校
② 石川県立七尾特別支援学校

(3) 総合型地域スポーツクラブへの指導員派遣
① 特定非営利活動法人かなざわ総合スポーツクラブ
② NASPO

＜実施方針＞
指導員の派遣にあたっては、特別支援学校等が希望する競技等を把握のうえ、

対応できるよう関係団体と調整・準備を行う。

(1) 特別支援学校や障害者福祉施設等への指導員派遣
① 七尾市社会福祉協議会

ボッチャ、卓球バレー
石川県ボッチャ協会　
作間　祥一
山田　圭一
七尾市社会福祉協議会　会員

（

取組写真
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対象者
実施期日/参加者数/主な内容 ボールの投げ方等人）2310月20日1

種目名
連携先団体

指導員



② 国立金沢大学附属特別支援学校
ボッチャ
石川県ボッチャ協会
石川県障がい者スポーツ指導者協議会
石川県ボッチャ協会　吉田　艶子
石川県ボッチャ協会　木下　晴美
石川県ボッチャ協会　吉田　淳二
石川県ボッチャ協会　深田　利夫
石川県ボッチャ協会　山田　圭一
石川県障がい者スポーツ指導者協議会　山下　明子
石川県障がい者スポーツ指導者協議会　橋本　由起恵
石川県障がい者スポーツ指導者協議会　森　聰
石川県障がい者スポーツ指導者協議会　荒瀬　裕子
国立金沢大学附属特別支援学校　生徒、教員

（ 人）
（ 人）
（ 人）
（ 人）
（ 人）

バッゴー
石川県障がい者スポーツ指導者協議会
作間　祥一
山田　圭一
国立金沢大学附属特別支援学校　生徒、教員

（ 人）
（ 人）

取組写真
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2 2月6日 22 ゲーム形式

スクエアボッチャ、投げ方等
5 12月13日

対象者
実施期日/参加者数/

主な内容
1 1月30日 22 ルール説明、投げ方等

ゲーム形式

取組写真

種目名
連携先団体

指導員

ルール説明、投げ方等
2 9月14日 35 投げ方、ゲーム形式

指導員

対象者

実施期日/
参加者数/
主な内容

1 9月12日 35

3 11月22日 70

24

投げ方、ゲーム形式
4 12月6日 24

種目名

連携先団体



③ 石川県立ろう学校
弓道
石川県弓道連盟
社会福祉法人石川県聴覚障害者協会
石川県弓道連盟　勝山　光太郎
石川県弓道連盟　宮本　光子
ろう学校　生徒、教員

（ 人）
（ 人）
（ 人）
（ 人）
（ 人）

④ 石川県立小松特別支援学校
ボッチャ
石川県ボッチャ協会
木下　晴美
中空　喜代子
小松特別支援学校　生徒、教員

（ 人） 投げ方、ゲーム形式

パラカヌー
石川県カヌー協会
岩崎　大輔
久司　満
小松特別支援学校　生徒、教員

（ 人）12月22日 27 パドルの漕ぎ方、乗艇体験

取組写真

6

種目名
連携先団体

指導員

対象者
実施期日/参加者数/主な内容 1

対象者
実施期日/参加者数/主な内容 1 11月30日 40

取組写真

最終演武、閉講式等

取組写真

種目名
連携先団体

指導員

4 12月9日 6 入場～坐射～退場
5 12月16日 12

2 11月25日 11 入退場、射刑修正実施期日/
参加者数/
主な内容

1 11月18日 9 開講式、デモンストレーション演武

3 12月2日 9 入退場、射刑修正

種目名

連携先団体

指導員

対象者



クロスカントリースキー
石川県スキー連盟
小田　稔
永井　富三夫
小松特別支援学校　生徒、教員

（ 人）
（ 人）

⑤ 石川県立七尾特別支援学校
ウォーキングフットボール
公益財団法人日本サッカー協会
一般社団法人石川県サッカー協会
ツエーゲン金沢
公益財団法人日本サッカー協会　　松田　薫二
一般社団法人石川県サッカー協会　辰巳　義和
ツエーゲン金沢　杉浦　恭平 選手
ツエーゲン金沢　三浦　基瑛 選手
七尾特別支援学校　生徒、教員

（ 人） ウォーキングフットボール体験会

バスケットボール
金沢武士団
岐津　晃平
久保　拓斗 選手
栗山　友稀 選手
七尾特別支援学校　生徒、教員

（ 人） ドリブル・シュート練習等

取組写真

7

指導員

対象者
実施期日/参加者数/主な内容 1 12月20日 49

1 12月12日 27

取組写真

種目名
連携先団体

取組写真

種目名

連携先団体

指導員

対象者
実施期日/参加者数/主な内容

15 雪上での走行技術強化
2 2月6日 15 雪上での走行技術強化

連携先団体

指導員

対象者
実施期日/参加者数/

主な内容
1 1月31日

種目名



⑥ 石川県立小松瀬領特別支援学校
ボッチャ
石川県ボッチャ協会
田中　恵子 選手（東京パラリンピックボッチャ銀メダリスト）
中空　清江
中空　喜代子
小松瀬領特別支援学校　生徒、保護者、教員

（ 人） ゲーム形式

⑦ 石川県障害者ふれあいフェスティバル
ボッチャ
石川県ボッチャ協会
前田　忠篤
山田　友子　
山田　圭一
石川県立図書館　来館者

（ 人） 投げ方、ゲーム形式

(2) 特別支援学校部活動への指導員派遣
① 石川県立いしかわ特別支援学校

陸上
春風クラブ
寺本　重和
小川　智明
須田　崇
石川県立いしかわ特別支援学校　生徒、教員

（ 人）
（ 人）
（ 人）
（ 人）
（ 人）
（ 人）
（ 人）
（ 人）
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3 7月14日 11 動きづくり、距離走、ダッシュ

4 7月19日 10 動きづくり、距離走、ダッシュ

5
6 9月8日 8 動きづくり、距離走、ダッシュ

7 9月13日 9 動きづくり、距離走、ダッシュ

8 9月15日 5 動きづくり、距離走、ダッシュ

8月30日

対象者
1

実施期日/
参加者数/
主な内容

7月7日 11 動きづくり、距離走、ダッシュ

2 7月12日 13 動きづくり、距離走、ダッシュ

9 動きづくり、距離走、ダッシュ

40

取組写真

種目名
連携先団体

指導員

連携先団体

指導員

対象者
実施期日/参加者数/主な内容 1 9月25日

実施期日/参加者数/主な内容 1 2月28日 30

取組写真

種目名

種目名
連携先団体

指導員

対象者



（ 人）
（ 人）
（ 人）
（ 人）
（ 人）
（ 人）
（ 人）
（ 人）
（ 人）
（ 人）
（ 人）
（ 人）
（ 人）
（ 人）
（ 人）
（ 人）
（ 人）
（ 人）
（ 人）
（ 人）

フライングディスク
石川県障害者フライングディスク協会
酒井　健二
専田　富美恵
東野　徳得
石川県立いしかわ特別支援学校　生徒、教員

（ 人）
（ 人）
（ 人）
（ 人）
（ 人）
（ 人）
（ 人）
（ 人）
（ 人）
（ 人）
（ 人）
（ 人）
（ 人）13 12月22日 17 キャッチディスク、アキュラシーの技術指導

9

取組写真

11 11月17日 14 キャッチディスク、アキュラシーの技術指導

12 12月15日 18 キャッチディスク、アキュラシーの技術指導

キャッチディスク、アキュラシーの技術指導

6 9月15日 15 キャッチディスク、アキュラシーの技術指導

7 9月29日

9 10月19日 13 キャッチディスク、アキュラシーの技術指導

10 10月27日 13 キャッチディスク、アキュラシーの技術指導

14 キャッチディスク、アキュラシーの技術指導

8 10月13日 16 キャッチディスク、アキュラシーの技術指導

連携先団体

指導員

対象者

2 7月12日 22

5
実施期日/
参加者数/
主な内容

1 7月7日 20 キャッチディスク、アキュラシーの技術指導

キャッチディスク、アキュラシーの技術指導

3 7月14日 21 キャッチディスク、アキュラシーの技術指導

4 8月25日 17 キャッチディスク、アキュラシーの技術指導

9月8日 17

27 12月20日 8 動きづくり、距離走、ダッシュ

28 12月22日 9 動きづくり、距離走、ダッシュ

種目名

25 12月13日 8 動きづくり、距離走、ダッシュ

26 12月15日 9 動きづくり、距離走、ダッシュ

23 11月29日 8 動きづくり、距離走、ダッシュ

24 12月6日 8 動きづくり、距離走、ダッシュ

21 11月15日 6 動きづくり、距離走、ダッシュ

22 11月17日 9 動きづくり、距離走、ダッシュ

19 10月25日 9 動きづくり、距離走、ダッシュ

20 10月27日 9 動きづくり、距離走、ダッシュ

8 動きづくり、距離走、ダッシュ

15 10月11日 6 動きづくり、距離走、ダッシュ

16 10月13日 6 動きづくり、距離走、ダッシュ

11 9月27日 10 動きづくり、距離走、ダッシュ

12 9月29日 10 動きづくり、距離走、ダッシュ

実施期日/
参加者数/
主な内容

9 9月20日 8 動きづくり、距離走、ダッシュ

10 9月22日 10 動きづくり、距離走、ダッシュ

13 10月4日 8 動きづくり、距離走、ダッシュ

14 10月6日 8 動きづくり、距離走、ダッシュ

17 10月18日 5 動きづくり、距離走、ダッシュ

18 10月20日



知的障がい者サッカー
ＦＣ．ＴＯＮ　アグラード
辰巳　義和
佐々木　明
石川県立いしかわ特別支援学校　生徒、教員

（ 人）
（ 人）
（ 人）
（ 人）

② 石川県立七尾特別支援学校
卓球
松平スポーツ
松平　清志
石川県立七尾特別支援学校　生徒、教員

（ 人）
（ 人）
（ 人）
（ 人）
（ 人）
（ 人）
（ 人）
（ 人）
（ 人）
（ 人）

陸上
春風クラブ
井上　明浩
石川県立いしかわ特別支援学校　生徒、教員

（ 人）
（ 人）
（ 人）3 9月10日 6 基礎練習

10

基礎練習

2 7月31日 6 基礎練習

6 9月5日 2 フォア打ち、バック打ち等

指導員
対象者

実施期日/
参加者数/
主な内容

1 7月28日 6

10 10月13日 2

種目名
連携先団体

7 9月12日 2 フォア打ち、バック打ち等

8

フォア打ち、バック打ち等

取組写真

種目名
連携先団体

指導員
対象者

5 8月22日 2 フォア打ち、バック打ち等

9月26日 2 フォア打ち、バック打ち等

9 10月6日 2 フォア打ち、バック打ち等

2 10月22日 20 体幹トレーニング、足さばきの練習等

3 11月26日 22 足さばきの練習、試合形式等

1 7月4日 2 フォア打ち、バック打ち等

2

4 8月8日 2 フォア打ち、バック打ち等

7月25日 2 フォア打ち、バック打ち等

3 8月1日 2 フォア打ち、バック打ち等

対象者

実施期日/
参加者数/
主な内容

1 7月9日 17

4 12月10日 23

体幹トレーニング、足さばきの練習等

足さばきの練習、試合形式等

種目名
連携先団体

指導員



(3) 総合型地域スポーツクラブへの指導員派遣
① 特定非営利活動法人かなざわ総合スポーツクラブ

陸上
かなざわ総合スポーツクラブ
寺本　重和
倉見　滉
浅井　拓也
山田　拓耶
井上　明浩
かなざわ総合スポーツクラブ会員

（ 人） 長距離、短距離、投擲
（ 人） 長距離、短距離、投擲
（ 人） 長距離、短距離、投擲
（ 人） 長距離、短距離、投擲
（ 人） 長距離、短距離、投擲
（ 人） 長距離、短距離、投擲
（ 人） 長距離、短距離、投擲
（ 人） 長距離、短距離、投擲
（ 人） 長距離、短距離、投擲
（ 人） 長距離、短距離、投擲
（ 人） 長距離、短距離、投擲
（ 人） 長距離、短距離、投擲
（ 人） 長距離、短距離、投擲
（ 人） 長距離、短距離、投擲
（ 人） 長距離、短距離、投擲
（ 人） 長距離、短距離、投擲
（ 人） 長距離、短距離、投擲
（ 人） 長距離、短距離、投擲
（ 人） 長距離、短距離、投擲
（ 人） 長距離、短距離、投擲
（ 人） 長距離、短距離、投擲
（ 人） 長距離、短距離、投擲

11

12月26日 7

20 12月12日 12
21 12月19日 8

取組写真

11月28日 9
19 12月5日 8

16 11月14日 14
17 11月21日 14

10月31日 10
15 11月7日 13

10月3日 12
12 10月17日 10
13 10月24日 10

9月5日 12
9 9月12日 10

10 9月26日 12

8月8日 12
6 8月22日 11
7 8月29日 12

7月11日 10
3 7月25日 11
4 8月1日 15

1 7月4日 11

種目名
連携先団体

指導員

対象者

実施期日/
参加者数/
主な内容

2

5

8

11

14

18

22



ソーシャルフットボール
かなざわ総合スポーツクラブ
別宗　利哉
かなざわ総合スポーツクラブ会員

（ 人）
（ 人）
（ 人）
（ 人）
（ 人）
（ 人）
（ 人）
（ 人）
（ 人）
（ 人）
（ 人）
（ 人）
（ 人）
（ 人）
（ 人）
（ 人）
（ 人）
（ 人）
（ 人）
（ 人）
（ 人）
（ 人）
（ 人）
（ 人）
（ 人）
（ 人）

12

実施期日/
参加者数/
主な内容

25 12月20日 4 脚筋・俊敏・バランス等
26 12月21日 8 体幹トレーニング

取組写真

23 12月7日 6 脚筋・俊敏・バランス等
24 12月13日 8 体幹トレーニング

21 11月22日 8 体幹トレーニング
22 11月29日 3 体幹トレーニング

19 11月8日 7 体幹トレーニング
20 11月16日 5 脚筋・俊敏・バランス等

17 10月25日 12 体幹トレーニング
18 11月2日 7 脚筋・俊敏・バランス等

15 10月12日 7 脚筋・俊敏・バランス等
16 10月19日 7 脚筋・俊敏・バランス等

13 9月28日 4 選手考案メニュー
14 10月4日 4 体幹トレーニング

11 9月14日 22 心身測定・個別ヒア等
12 9月20日 5 体幹トレーニング

9 8月31日 9 脚筋・俊敏・バランス等
10 9月7日 20 脚筋・俊敏・バランス等

7 8月17日 10 脚筋・俊敏・バランス等
8 8月24日 10 脚筋・俊敏・バランス等

5 8月3日 14 脚筋・俊敏・バランス等
6 8月10日 19 脚筋・俊敏・バランス等

4 7月27日 15 脚筋・俊敏・バランス等

7月6日 21 脚筋・俊敏・バランス等
2 7月13日 12 脚筋・俊敏・バランス等
1

種目名
連携先団体

指導員
対象者

3 7月20日 15 脚筋・俊敏・バランス等



② NASPO
陸上
NASPO
三浦　克欣
山本　伸幸
松山　由絵里
井上　明浩
NASPO会員

（ 人）
（ 人）
（ 人）
（ 人）
（ 人）
（ 人）
（ 人）
（ 人）
（ 人）
（ 人）
（ 人）
（ 人）
（ 人）
（ 人）
（ 人）
（ 人）
（ 人）
（ 人）
（ 人）
（ 人）
（ 人）
（ 人）
（ 人）
（ 人）

取組写真

23 12月14日 8 ミニハードル、スタート練習等

24 12月22日 9 ミニハードル、スタート練習等

13

21 12月1日 8 ミニハードル、スタート練習等

22 12月8日 9 ミニハードル、スタート練習等

19 11月17日 12 ミニハードル、スタート練習等

20 11月24日 9 ミニハードル、スタート練習等

17 11月3日 6 ミニハードル、スタート練習等

18 11月10日 10 ミニハードル、スタート練習等

15 10月20日 6 バトンパス練習等
16 10月27日 3 長距離走のペース走

13 10月6日 7 100ｍ快調走
14 10月13日 7 50ｍ・100ｍ快調走

11 9月22日 7 ミニハードル、スタート練習等

12 9月29日 7 ミニハードル、スタート練習等

8 ミニハードル、スタート練習等

10 9月15日 5 ミニハードル、スタート練習等

7 8月25日 8 バトンパス練習等
8 9月1日 6 ミニハードル、スタート練習等

2 7月14日 6 ミニハードル、スタート練習等

実施期日/
参加者数/
主な内容

1

5 8月4日 6 ミニハードル、スタート練習等

6 8月18日 5 バトンパス練習等

3 7月21日 6 ミニハードル、スタート練習等

4 7月28日 3 ミニハードル、スタート練習等

9 9月8日

種目名
連携先団体

指導員

対象者
7月7日 8 サーキットトレーニング等



（参考）特別支援学校や障害者福祉施設等への指導員派遣、
　　　　特別支援学校部活動への指導員派遣
　　　　参加者アンケート結果概要（回答数192人）

Q１　教室は楽しかったですか

Q２　機会があればまたやってみたいと思いますか

Q３　Q２で回答された理由を教えてください
・ 生徒が今までの授業よりも生き生きと取り組んでいる姿が見られた
・ プロスポーツ選手と一緒に行ったことで生徒のスポーツに対する興味

関心が広がり、深まると思うから
・ 勝ち負け関係なく試合ができてうれしかった

Q４　今回の教室のご感想と、良かった点や改善点を教えてください
・ 参加している大人も楽しんでいて、スポーツを通して触れ合える良い

機会であった
・ ルールが分かりやすくて、説明も丁寧で理解しやすかったので、生徒

にとっても良い機会となった
・ 運動能力の差に関係なく楽しめたところが良かった
・ 生徒と指導員（選手）がもう少しコミュニケーションをとれる時間

があっても良かった
・ 本物のプロ選手の生の迫力やすごさを感じることができ、自分ができ

なくても選手やチームを応援する気持ちを感じてほしい

14

すごく楽しかっ

た

73%

まあまあ楽し

かった

21%

どちらでもない

4%

すごく楽しかった

まあまあ楽しかった

どちらでもない

あまり楽しくなかった

まったく楽しくなかった

思う

91%

思わない

9%

思う

思わない



（参考）総合型地域スポーツクラブへの指導員派遣
　　　　参加者アンケート結果概要（回答数35人）

Q１　教室は楽しかったですか

Q２　機会があればまたやってみたいと思いますか

Q３　Q２で回答された理由を教えてください
・ いろいろな特性を持った選手と交流ができて、コミュニケーション

を取る練習になることや、できなかったことができたときに一緒に
喜びを感じることができ楽しいから

・ 確実に運動習慣がつき、ランニングフォームなどにも改善がみられ
るため

・ 学校卒業後の居場所づくりとなっているため

Q４　今回の教室のご感想と、良かった点や改善点を教えてください
・ 健全な身体づくりという意味でも大いに意義がある
・ 日常生活の中では経験できないことがたくさんある場所となっている
・ スポーツを生活の中に取り入れることで他の取り組みに影響している

ことがわかる
・ まだまだ一般の参加者が少なく、周知が進んでいないのかもしれない
・ 安定的に障害のない方が入れる方法を模索したい
・ 季節に応じたいろいろなトレーニングができるところが良い

15

すごく楽しかった

91%

まあまあ楽し

かった

9%
すごく楽しかった

まあまあ楽しかった

どちらでもない

あまり楽しくなかった

まったく楽しくなかった

思う

100%
思う

思わない



２． オンラインスポーツ教室の開催

＜実施内容及び目的＞
特別支援学校において、オンラインでのダンス教室を開催することにより移動

を伴わない形でのスポーツ参加機会を創出する。
この取り組みにより、障害のある方々が身近な場所で生涯にわたって継続的に

スポーツに取り組める環境の整備を図る。

＜取組結果概要＞

オンラインダンス教室
石川県レクリエーション協会
中嶋　佳奈恵
七尾特別支援学校本校　生徒
七尾特別支援学校輪島分校　生徒
七尾特別支援学校珠洲分校　生徒

（ 人）
（ 人）
（ 人）

・ 講師が準備したダンス動画を朝の体力づくりの時間
を活用して各校で練習

・ 中間発表として講師によるオンライン指導を実施
・ 最終日には指導員と３校をオンラインでつなぎ、

これまでの練習の成果を発表した
・ 約１か月の練習を経て、自然と体が動く生徒が

多くなったと感じている

実施内容

取組写真

16

ご意見

15
2 1月23日 27
3 2月13日 42

連携先団体
指導員

対象者

実施期日/
参加者数

1 1月16日

種目名



３． プロスポーツチームと連携した障害者スポーツイベントの開催や広報事業

＜実施内容及び目的＞
　トップチーム選手に協力のもと、障害者スポーツを体験する映像を製作し、
チーム公式HPやSNSで発信するほか、プロスポーツチーム公式戦を会場として、
障害者スポーツ観戦イベントや障害者スポーツ体験ブース等を出展することで、
スポーツを通じて共生社会への理解を促進させる。

＜連携先＞
・ ツエーゲン金沢 （サッカー・J2)
・ 金沢武士団 （バスケットボール・B3)

＜概　　要＞
(1) ツエーゲン金沢と連携したイベント

①体験動画配信
令和4年9月26日(月)～
Youtube（ツエーゲン金沢公式Youtubeチャンネル）
1,100回　※令和5年3月１日現在
ツエーゲン金沢　上田選手、高安選手、浪本選手
小松ゆるスポーツ協議会　坂井さゆり
ツエーゲン金沢選手による、ゆるスポーツの体験
※ ゆるスポーツとは

老若男女、スポーツが得意な人・苦手な人、そして
健常者も障害者も、誰しもが楽しむことができる
スポーツ

【体験種目】
・ ブラインド麺モリー

スタート地点で持った小松うどんの重さを記憶して
から、アイマスクをした状態で白杖を頼りに長さ4m
程度の点字ブロックを歩き、ゴールで6種類の重さが
異なる小松うどんの中から、スタート地点で持ったも
のと同じ重さの小松うどんを探りあてる

・ くつしたまいれ
バラバラにおかれたくつしたの中から、同じ柄のくつ
したを探して、丸めてカゴに投げる

出 演 者

内　　容

写　　真

17

配 信 日
配 信 先
視聴回数

ツエーゲン金沢公式
Youtubeチャンネル

配信動画
（内容説明）

配信動画
（ブラインド麺モリー）

配信動画
（くつしたまいれ）



②公式戦当日イベント
令和4年10月2日(土)11時～14時
石川県西部緑地公園陸上競技場
３，６９７人
４５組９１人
（延べ、ブラインド麺モリー64人、くつしたまいれ84人）
ツエーゲン金沢
石川県障害者スポーツ協会
小松ゆるスポーツ協議会
中能登町
金沢星稜大学
・ 「ゆるスポーツ」体験ブースの出展
・ ステージイベントにおける「ゆるスポーツ」PR

（小松ゆるスポーツ協議会　坂井氏）
・ ブラインド麺モリーでは、目隠しをして白杖を頼りに

点字ブロックを歩くことで、視覚障害者の大変さが
わかるきかっけとなった

・ ゆるスポーツは知っていたが、初めて体験してみて
楽しかったので、また別の機会にやってみたい

・ 誰でも楽しめるルールだったので楽しかった

18

観戦者数

体験者

連携組織

内　　容

主な意見

写　　真

日　　時
場　　所

体験ブース ステージイベント

くつしたまいれブラインド麺モリー



(2) 金沢武士団と連携したイベント
①体験動画配信

令和4年9月13日(火)～
Youtube
（石川県障害者スポーツ協会公式Youtubeチャンネル）
※ほかに、地元テレビ局が夕方のニュース内で特集として放映
155回　※令和5年3月１日現在
金沢武士団　奥田選手、田中選手、栗山選手
Jamaney石川（車いすバスケットボールクラブ）
金沢武士団３選手による、車いすバスケットボールの体験
【配信内容】
・ 車いすバスケットボールのルール説明
・ 車いす操作、シュート体験
・ ミニゲームの実施

②公式戦当日イベント
令和5年2月18日(土)15時～20時
金沢市総合体育館
５１３人
金沢武士団
石川県障害者スポーツ協会
石川県障がい者スポーツ指導者協議会
Jamaney石川、富山県車椅子バスケットボールクラブ
石川県聴覚障害者協会
デフリンピック準備室プロデューサー　植松隼人氏
石川県立金沢北稜高校
・ デフバスケットボール体験会

耳栓をして「聞こえづらい」状況でミニゲームを実施
・ 車いすバスケットボール体験会

車いす操作、シュート体験等を実施
・ 車いすバスケットボールエキシビジョンマッチ

公式戦前座試合として、Jamaney石川と富山県車椅子
バスケットボールクラブによるエキシビジョンマッチ
の実施

・ 石川県聴覚障害者協会による応援手話披露
手話に対する理解啓発や応援手話の披露

内　　容
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写　　真

日　　時
場　　所
観戦者数

連携組織

配信日

配信先

視聴回数

出演者

内　　容

金沢武士団選手 ルール説明

シュート体験 ミニゲーム



・ デフリンピック開催PR
デフリンピック準備室プロデューサー植松隼人氏による
2025年東京デフリンピック開催PR

・ 手話パフォーマンス披露
手話パフォーマンス甲子園で奨励賞を受賞した石川県立
金沢北陵高校生徒による手話パフォーマンスの実施

・ 聴覚に障害のある方の試合観戦会
聴覚に障害のある方向け、手話・要約筆記を用いた試合
観戦会の実施

・ ブース出展
手話体験・デフリンピックPR動画・車いすバスケット
ボールシュート体験

・ デフバスケットボール体験してみて、会話ができない
ため近くに寄って指で指示するほかなく、難しかった

・ 車いすバスケットボールエキシビジョンマッチでは、
選手たちのプレーに迫力を感じ、楽しかった

・ デフリンピックが開催されることは知らなかったので、
今後応援していきたいと思った

・ イベントを通じて、手話通訳等にも配慮されており、
共生社会を身近に感じることができた

内　　容

主な意見

写　　真
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デフバスケットボール体験会 車いすバスケットボール体験会

試合終了後選手インタビュー
（手話通訳付き）

聴覚に障害のある方の試合観戦会
（手話通訳・要約筆記あり）

車いすバスケットボール
エキシビジョンマッチ 応援手話披露

デフリンピックPR 手話パフォーマンス披露



Ⅳ 取り組み結果、今後の方向性

＜取り組み結果＞

新型コロナウイルス感染症の影響により、様々な制限のある中での実施と
なったが、

　特別支援学校等でのスポーツ教室では、合計79回派遣し、延べ1,120人を
指導することができた。
　参加者からのアンケート結果においては、「楽しかった」や「まあまあ楽し
かった」と回答された方が9 割を超えているほか、「また参加したい」と回答
された方も9 割を超えており、参加された方々には概ね満足いただけた結果と
なった。
　総合型地域スポーツクラブでのスポーツ教室では、2クラブ（3競技）に対し
て合計72回派遣し、延べ674人を指導することができた。
　教室を開催したクラブからは、
・指導員としての視野が広がった
・今後はもっと本格的に取り組みたい
といったご意見をいただいており、２クラブともに次年度以降も取り組みを継続
する予定であることから、若年期から学校卒業後を見据えた一貫した取り組みに
繋がっている。
　一方で、障害のない方の参加者が少ないため、今後は周知を強化し、参加者を
増加させることで、障害のある方もない方もスポーツを通じて共に楽しめる環境
を整備していく必要である。

　オンラインでのダンス教室については、特別支援学校生徒を対象として開催し
た。障害のある方々にとって、外出・移動等を伴わない形でスポーツに取り組む
機会を創出することができたほか、指導員にとっても移動の負担がなく、また、
新型コロナウイルス感染症の影響を受けず、安心して開催することができた。
参加した教員からは、
・約1か月の練習を経て、自然に体が動く生徒が多くなったと感じている
といったご感想をいただいており、オンラインにおいても対面と同等に指導でき
た一方で、学校と指導員のオンライン接続にあたり、ネットワークが一時不安定
になるなど、ハード面での課題も感じた。

　プロスポーツチームと連携した障害者スポーツイベントの開催や広報事業では、
プロスポーツチーム選手出演による障害者スポーツ体験動画を配信することで、
障害者スポーツの魅力を発信したほか、イベント当日の障害者スポーツ体験会で
は、視覚障害や聴覚障害の特性を種目に取り入れることで、参加者に対して障害
に対する理解を促すことができた。
　また、金沢武士団と連携したイベントでは、手話通訳や要約筆記に対応した
試合観戦会や手話啓発、デフリンピック開催ＰＲ等を行い、来場者からは、
・イベントを通じて、手話通訳等にも配慮されており、共生社会を身近に感じる
　ことができた
といったご感想をいただいており、スポーツを通じて共生社会を実感いただくこ
とができた。
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＜今後の方向性＞
　次年度は、今年度の取組結果を踏まえながら、引き続き、特別支援学校や、
障害者福祉施設、総合型地域スポーツクラブにおけるスポーツ教室の開催や、
オンラインスポーツ教室の開催など、若年期から学校卒業後を見据えた一貫した
取り組みを行うほか、障害のある方もない方も共に参加できる教室の開設を支援
する。特に、障害者福祉施設内では新型コロナウイルス感染防止対策として、
外部との交流を中止している施設も多いことから、オンラインスポーツ教室の
取り組みを強化していきたい。
　また、プロスポーツチームと連携した障害者スポーツイベントの開催や、
商業施設においても障害者スポーツ体験会を行うことにより、障害者以外も巻き
込んだ障害者スポーツの普及や理解を促進する。
　こうした取り組みにより、障害のある方が身近な場所で生涯にわたってスポー
ツに取り組める環境の更なる充実や、障害者スポーツを通じた共生社会の実現を
図る。
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本報告書は、スポーツ庁の委託事業として、石川県が実施した令和４年度
「障害者スポーツ推進プロジェクト（地域の課題に対応した障害者スポーツの実
施環境の整備事業）」の成果を取りまとめたものです。
従って、本報告書の複製、転載、引用等にはスポーツ庁の承認手続きが必要です。
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